
 

 

 

 

 

 

 

 

 文化祭が終わりました。それぞれのクラスで、合唱コンクールに向けてさまざまな取り組みをしてきまし

た。本番までにクラスで協力してきたこと、うまくいかないことを乗り越えようとしたことなどあったと思

います。そのことを大切にしながら新たなクラスを創り上げていってください。そして、合唱の取り組みを

通して学んだことを学校生活に生かしていきましょう。 

 

   

 

 

 

 

 

<２年生の人権学習> 

 世界人権デーは、世界人権宣言が１９４８年１２月１０日に国際連合総会で採択されたその日を記念して制定

されました。日本では、１２月４日から１２月１０日までの一週間を人権週間とし、いろいろな啓発活動が行わ

れています。この時期にあわせて２年生でも人権学習に取り組んでいます。先週は「ふうちゃんのお誕生会」と

いう歌を聴いて「 お誕生会によばれなかった子の気持ち 」「 突然呼ばれなくなったり、遊んだらあかんと

言われたときの気持ち 」などを考えました。いわれのない理由で差別されることへの悲しみや怒りを共感でき

たらと思っています。これからは絵本を使ったりＤＶＤを観たりしてさらに人権学習をすすめていく予定です。

この学習を通して普段の生活を振り返り、自分に何ができるかを考えてもらいたいと思います。 

 

「ふうちゃんのお誕生会」 

1番：孫は小学 4年生かわいい顔した女の子    2番：2・3日たった校庭で      3番：私は孫にいいました     

  仲良し ふうちゃん 誕生会に          ふうちゃん家での誕生会       誕生会に招かれず        

小さな胸にあれこれと              楽しかったと友達に         寂しかっただろうね と 

   選んで買ったプレゼント             聞かされ ふうちゃんに       孫はあのね おばあちゃん 

   早く来てねと友の呼ぶ電話の声                    どうして呼んでくれなかったの    ふうちゃんとても優しいの 

   待ちました                   私とっても待ったのよ        私の大事な友達 

   夕日が山に沈んでも               私とっても待ったのに        ふうちゃん悪くはないのよ 

   電話の声はありません              ふうちゃんとても悲しんで      ふうちゃん悪くはないのよ 

   孫はポツリといいました             わたしは誰より            大人ってみんなわがままよ 

   きっと友達おおぜい遊びにいったので       あなたを呼びたくて         大人ってみんなわがままよ 

   お茶碗足りずふうちゃん困って          けれどわたしのおかあさんに     寂しく言った孫の瞳に 

   呼んでくれないのかも              呼んではだめよと言われたの     ひかる涙がありました 

   寂しく言った孫の瞳にひかる涙がありました     それで呼べずにごめんねと      どんな鋭い刃物より 

     どんな鋭い刃物より               あやまる友のその顔を        私の胸をさしました                

   私の胸をさしました               みつめた孫の心には         どんな鋭い刃物より 

                           どんな想いがあったのだろう     私の胸をさしました 

                           寂しく言った孫の瞳に                               

ひかる涙がありました 

第２学年 

平成２８年１１月１４日 

                        第１４号 

 

クラスで頑張る楽しさ、クラスの

力、大変さ、勝った時の嬉しさを

学びました。クラスの力を実感で

きたのは、歌詞研究をまわりの子

が手伝っているときです。やっぱ

りクラスの力っていいなと思い

ました。 

学んだことはいっぱいありま

す。仲間を思うこと、信じるこ

と、楽しむこと、笑顔でいるこ

と、真剣にすることなどです。 

クラスの団結力の素晴らしさと見習えるよう

な人を見つけられるようになったことです。 

クラスのひとり一人が協力し

あい団結することの大切さを

学びました。 

みんなで一生懸命取り組むのはとても楽しいな

と思った。仲間や先生の大切さを知った。黒板

の「いい合唱やったよ。ありがとう」の文字が

ほんとにうれしかった。 


